
  
 

 

 

－ 公 開 質 問 状 の 回 答 一 覧 －  
  県社保協では神戸市長選挙に向けて、9 月 3 日に 5 名の候補者に公開質問状を提出し、2 名から回答いた

だきましたので、その内容をＦＡＸニュースで会員のみなさまにお知らせします。 

No 

久元 E

ひさもと

A AE喜造 E

き ぞ う

 AE岡崎 E

おかざき

A AE史 E

ふ み

AAE典 E

の り

 

はい orいいえ はい orいいえ 

1 
感染伝播の鎖を絶つために、PCR 検査の大規模実施と事業者への補償 に賛成しますか 

いいえ はい 

2 
病床・療養施設の確保 に賛成しますか 

はい はい 

3 
ワクチンのすみやかな確保 に賛成しますか 

はい はい 

4 
各区保健所の復活、急性期病床の削減中止 に賛成しますか 

いいえ はい 

5 
後期高齢者医療、国民健康保険、介護保険の保険料と自己負担の軽減 に賛成しますか 

どちらともいえない(別紙参照) はい 
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＊いのち・社会保障を守る国民集会 10月 14日(木)   

 13時～日比谷集会を Web開催と併用 
＊2021 年金一揆 10月 22日(金) 
 10時 30分～マルイ前で宣伝署名行動→パレード 
＊全国介護学習交流集会 10月 31日(日)  

 13時～16時、全労連会館＋Web、You Tube 
＊介護認知症なんでも無料電話相談 11月 11日(木)   
 10 時～ 
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6 
子ども医療費の無料化が充実できる神戸市予算拡大 に賛成しますか 

いいえ はい 

 7 
駅前大型開発等の予算を生活直結、災害対策に変えること に賛成しますか 

いいえ はい 

8 社会保障についてご自身の考えをお書きください 

      

久 

元 

 我が国の社会保障制度は、自らの生活、健康は自ら維持するという「自助」を基本としながら、

疾病・介護・失業などの生活上のリスクに対しては、共同してリスクに備える「共助」で自助を支

え、自助・共助で対応できない困窮などの状況については、必要な生活補助を行う公的扶助などの

「公助」が補完する仕組みです。 

 少子高齢化が進展する中で社会保障費の増加は大きな課題であり、その財源を確保するために、

消費税増税や医療・介護にかかる自己負担の引き上げが行われてきたものと認識しています。 

 今後、担い手となる現役世代の更なる減少が予測されることから、国民の生活ニーズに応えてい

くための機能の強化と、将来世代に制度を安定的に引き継いでいくための持続可能性の強化が必

要です。 

 市民に最も近い存在である基礎自治体として、市民に十分な説明を行って理解を求めていくと

ともに、必要に応じて今後も国と協議していきます。 

岡 

崎 

コロナという戦後最大の危機に直面するいま、市民の苦しみ、大変さに寄り添い、最善の対策を

実行できるかどうかが、政治に問われています。 

いまの神戸市政は、政権を投げ出した菅首相に無批判に追随し、コロナ対策まで「自助」「共助」

をおしつけています。 

岡崎ふみのりは、コロナから、命、くらしを守り、雇用・営業をしっかり補償する神戸市政に転

換します。 

病院病床を増やし、すべての患者に必要な病床医療を提供します。政府の「原則自宅療養」では、

市民の命は守れません。今こそ、ワクチンと一体にＰＣＲ大規模検査をおこなうためにも保健師や

感染症専門医をふやし行政区に保健所を復活させます。病院統廃合や病床削減をストップし、医療

機関と医療・介護従事者への支援をつよめます。 

ケアに手厚い神戸をめざし、国保料・介護保険料など市民負担の引き下げ。介護、保育などのケ

ア労働者の養成定着の支援。高校卒業まで医療費無料をおこないます。 

コロナ前からの計画である三宮再開発はいったん中止凍結し、コロナ感染対策を最優先にしま

す。まちづくりの軸足を、駅前集中から、地域に軸足をかえ、生活密着施設の整備や防災対策に力

を入れていきます。 

 

 

－ 衆 院 兵 庫 選 挙 区 候 補 者 に 「 国 民 の い の ち 守 お 願 い 」 － 

兵庫県社会保障推進協議会は衆院総選挙兵庫選挙区予定候補者に「国民のいのちを守るためのお願い」と

し、4項目の要求を届け公約に反映するよう呼びかけました。 

要求項目は、①今後も続く感染症の対策に備え、保健所の拡充設置と、医師・看護師・介護職・保健師等

の増員について、政府にその必要性を認めさせ、拡充・増員計画を示させること。②公立・公的病院の再編

統合「再検証リスト」を撤回し、新たなウイルス感染症や大規模災害に対応する病床の設置と、その大半を

担う公立・公的病院の拡充計画を示させること。③大規模で頻回にＰＣＲ検査を国の施策として実施し、新

型コロナ感染拡大を抑え込むこと。④75歳以上の医療費窓口負担２割導入の実施を撤回すること、です。 

9月 22 日に 35名の予定候補者に届けました。現在、共産、れいわ、立憲の候補者から賛同の返信が届い

ています。今後県社保協では、回答を集計し社会保障充実を実現できる候補者選択の情報として公開します。 


